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１．能楽研究の現状と問題点 

 能楽を総合的な舞台芸術として研究しようという動きは、盛んになってきてはいるもの

の、国文学における演劇研究の置かれている立場や、演劇を教える独立した学科や学部が

きわめて稀であるという現状もあって、十分とはいえない。だが、舞台芸術としての能楽

の研究を困難にしているのは、とりもなおさず、能楽のトータルメディアとしての総合性

そのものによるところが大きい。 

  能舞台において発せられ、統合される、文学、音楽、舞踊、建築、歴史など様々なメ

ディアからの情報を統合的に捉えるためには、能楽を認知体験として考察することが有効

であると考える。本稿をそうした、統合的研究の一端として位置付けてみたい。 

 

２．概念的統合ネットワーク（Conceptual Integration Network）とは 

３．概念的統合ネットワークとしての能舞台 

４．研究の展望 
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